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【機密性２】 

令和２年４月７日 

                                                           監   査   室 

 

令和元事業年度内部監査報告書 
（ＰＡＳＭＯ及びＵＳＢメモリの管理状況）     

         

 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

理 事 長   藤 原  康 弘  殿 

 

監査室長 立 川 哲 治 

 

 独立行政法人医薬品医療機器総合機構内部監査規程（平成 17 年規程第 9 号）第８

条の規定に基づき、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「ＰＭＤＡ」とい

う。）の令和元事業年度内部監査について、以下のとおり報告します。 

 

Ⅰ．監査概要 

    令和元事業年度内部監査計画に従って、ＰＭＤＡにおける「ＰＡＳＭＯ及びＵ

ＳＢメモリの管理状況」に関して、各種関係規程・マニュアル等に基づき適正に

執行されているか監査した。 

監査実施期間及び監査対象等は、以下のとおりである。 

 

１．「ＰＡＳＭＯ」に関する監査 

（１）監査期間：令和２年１月２２日（水）～令和２年２月２７日（木） 

（２）監査実施者：監査室２名 

（３）監査対象 

     ＰＡＳＭＯを保有する全ての部室（２７部室） 

 

２．「ＵＳＢメモリ」に関する監査 

  （１）監査期間：令和２年１月２２日（水）～令和２年２月２７日（木） 

  （２）監査実施者：監査室２名 

  （３）監査対象：ＵＳＢメモリを保有・管理する全ての部室（３２部室） 

 

Ⅱ．監査方法 

 １．「ＰＡＳＭＯ」に関する監査 

（１）各部室で管理している全てのＰＡＳＭＯ（２３９枚）の現物を確認する。 

（２）鉄道会社発行の利用明細とＰＡＳＭＯ管理表の内容に齟齬がないかを確

認する。 
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（３）ＰＡＳＭＯ貸出から返却までの一連の手続きが、適切に行われているか

を確認する。 

 

２．「ＵＳＢメモリ」に関する監査 

（１）各部室のＵＳＢメモリ管理マニュアルが適切に改訂され、運用されてい

るかの確認 

（２）ＵＳＢメモリ貸出管理簿の書面上での貸出管理状況の確認 

（３）ＵＳＢメモリの実際の保管・管理状況の確認 

（４）ＵＳＢメモリの実物の全数確認（監査当日に貸出中のものは、返却され

次第確認） 

（５）任意抽出したＵＳＢメモリに関して、中のデータ削除状況の確認 

 

Ⅲ．監査結果及び指摘事項 

 １．「ＰＡＳＭＯ」に関する監査 

（１）監査結果 

① 各部室で管理している全てのＰＡＳＭＯの現物を確認した。 

② 利用状況・残高について、利用明細とＰＡＳＭＯ管理表の内容に齟齬が

ないことを確認した（誤使用として適切に処理済みのケースを除く）。 

③ 各部室においてＰＡＳＭＯの貸出から返却までの一連の手続きについ

て問題がないことを確認した。 

（２）指摘事項 

① 特になし。 

 

２．「ＵＳＢメモリ」に関する監査 

（１）監査結果 

① ＵＳＢメモリの管理に関しては、全ての部室において、管理マニュア

ルが制定されていた。しかし、この管理マニュアルについては、現状を

反映できていない部室が認められた。 

    ② ＵＳＢメモリの実際の保管状況については、全ての部室において、施

錠管理が徹底されていた。しかし施錠管理については、管理マニュアル

と異なる方法になっている部室が散見された。 

    ③ ＵＳＢメモリのデータ削除状況については、全ての部室において、内

部データが削除されていた。 

    ④ 使用することの出来ない多数のＵＳＢメモリが廃棄されずに保管され

ていた。 

（２）指摘事項 

  ① 管理マニュアルに現状を反映できていない部室ついては、各部室の状

況に合わせて改訂の指示を行った。 

  ② 使用することのできないＵＳＢメモリについては、内部データを復元

できない形にしてから、速やかに廃棄されたい。 

     以上 


